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愛知教育大学研究報告，５７（芸術・保健体育・家政・技術科学・創作編），pp．５１～５８，March，２００８

Ⅰ、は じ め に

　食育基本法が平成１７年に施行され２年が経ち今やい
たるところで食育という言葉を耳にするようになっ
た。食育を介して様々な取組みや活動が全国的に広ま
り，特に朝食の重要性が訴えられている。　　　　　
　朝食は単に栄養を摂取するだけでなく脳の働きの活
性化，生活習慣病予防，生活リズムの調整等欠かすこ
とのできないものである。中でも子どもや学生におけ
る朝食は，朝食摂取が学力や学習意欲に影響を与える
ことからもより一層重要であると言える。　　
　子どもへの取組みとして，夜更かしによる睡眠不足
と食習慣の乱れを改善し，基本的な生活習慣の確立を
目指す「早寝，早起き，朝ご飯運動」を文部科学省が
提唱したことも記憶に新しい。
　これほど朝食が大きく取り上げられている背景に
は，朝食の欠食率増加や摂取内容の変化だけでなく，
食べ方など朝食をとりまく問題がより深刻なものと
なっていることにある。
　厚生労働省の国民健康・栄養調査（平成１７年）によ
ると，朝食の欠食率は１５歳～１９歳の男子１８�８％，女子
１０�４％，２０～２９歳代の男子３３�１％，女子２３�５％，３０～３９
歳代の男子２７�０％，女子１５�０％であり，男女共に２０～２９
歳代の朝食欠食率が最も高い数値を示している。１）

　「健康日本２１」では２０１０年までに２０～３０歳代男性の欠
食率を１５％以下，中学，高校生の場合は０％にする目
標値を打ち出している。２）　これは平成９年の国民栄
養調査による欠食率（２０歳代男性３２�９％，３０歳代男性
２０�５％）を踏まえた目標値であったが，１７年の結果を見
ると欠食率は増加傾向にある。
　なぜ１０代や２０代の朝食欠食率は高くて下がることが
ないのか，またどのような対策を行なえばよいのかが
大きな課題であるといえる。
　そこで本研究では朝食欠食率が高く，減少目標値の
対象年代に相当する本学学生に朝食に関する調査を行
うこととした。これにより１０代から２０代の朝食の実態
をさらに明らかにし，今後どのような対策を行なえば
よいか検討したいと考える。

Ⅱ、研 究 方 法

　本研究の調査方法，調査期間，調査対象，調査項目
は以下に示す通りである。
　
１、調査方法：本調査は質問紙法にて行なった。

２、調査期間：平成１８年５月～６月である

３、調査対象：愛知教育大学及び，同大学大学院学生
５７０名である。

　　　　　　　調査対象者の内訳は表１に示した。　

４、調査内容は以下の通りである

　　（１）現在の朝食について　
　　（２）朝食の摂取状況について
　　（３）朝食の食べ方について
　　（４）朝食の用意について
　　（５）小学生の頃の朝食について
　　（６）学校給食に朝食を導入することについて

Ⅲ、結果及び考察

１、調査対象者の概要
　調査対象者の住まい方，睡眠時間，起床から登校す
るまでの時間を聞いたところ表２から４が得られた。
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表１　調査対象者

表２　調査対象者の住まい方
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　住まいを尋ねた結果，調査対象者の７８％が自宅生で
あり，２２％が下宿生であった。

　睡眠時間を尋ねた結果，４４％の学生が６時間と答
え，６時間未満２７％，６時間以上２９％であった。

　起床から登校までの時間を尋ねた結果，最短５分か
ら最長４時間まで見られた。睡眠時間３０分未満１７％，
１時間未満３８％１時間３０分未満２４％，１時間３０分以上
２１％であった

２、朝食の必要性について
　学生が朝食をどのように捉えているのか調べるため
に「朝食は必要だと思いますか」と尋ねた結果を図１
に示す。

　朝食が「必要である」とした者は９５％，「必要でな
い」とした者は５％であった。
　「必要である」と答えた学生の理由には「お腹がすく」
や「元気がなくなる（元気がでる）」といった体につい
て書かれたものが６７％，「エネルギーになる」や「健康
のため」といった栄養について書かれたものが２６％，
「規則的な生活」や「１日３食たべる」という生活につ
いて書かれたものが６％，その他１％であった。
　次に「必要でないと」答えた学生から多くあげられ
た理由は「食べる必要がない」であり，他に「節約」，「眠
い」，「時間がない」等の回答が見られた。

　この結果から朝食を必要であると回答した多くの学
生は健康や栄養を意識するよりも，空腹や体力といっ
た敏感に体に影響を感じやすいものを意識しているこ
とがわかった。また，必要ないと回答した学生は体調
や食べない習慣などから自分の経験や体に適している
ので朝食は必要でないという回答と，時間や金銭面
等，他の要因によって朝食を食べることができないこ
とから朝食は必要でないという回答が得られた。
　朝食を必要と答えた学生の理由で「頭が働かない」，
「体がだるい」，「やる気がでる」といった一文で書かれ
た意見が多く見られた。なぜ朝食を食べることによっ
て頭が働くようになるのか，体に変化が起こるのかな
どその過程をしっかり把握し，より科学的な理由を知
ることで朝食を食べることを見直し，欠食率低下や食
べる内容，食べ方など，朝食に対する意識は変わって
くるのではないかと考える。

３、朝食摂取状況について
①　朝食を何日食べていますか
朝食摂取について尋ねた結果を図２に示す。

　１週間のうち「毎日食べる」６５％，「５～６日食べ
る」１５％，「３～４日食べる」９％，「１～２日食べる」
６％，「食べない」５％であった。朝食を「食べない」
または「１～２日食べる」と回答した学生のうち朝食
を必要ないと回答した学生は７０％と，朝食を食べない
人ほど朝食を必要としない傾向が高く見られた。朝食
を食べないことが習慣となってしまった体は朝起きて
も空腹が感じられず，必要なエネルギーを摂取すれば
１日２食でも健康に生活できると言われている。３）食
べない習慣がついた体に無理矢理朝食を食べさせるの
は難しいが，子どもの成長のためには朝食は重要であ
るので，食べる習慣が無くても朝食の必要性は認識し
て欲しいと考える。次に，朝食を「毎日食べる」と回
答した学生に，なぜ毎日朝食を食べることができてい
ますか。と尋ねた結果を図３に示す。

表３　調査対象者の睡眠時間

表４　調査対象者の起床から登校するまでの時間

図１　朝食は必要だと思いますか（人）

図２　朝食を何日食べていますか（人）



 ― ５３ ― 

本学学生の朝食摂取状況から見た問題とその検討

　「食べる習慣がある」６１％，「健康を気にして」１６％，
「朝食が用意してあるから」１８％，「その他」５％であ
り理由として「お腹がすくから」という回答が多く見
られた。
　朝食は子どもの頃からの食べる習慣が大きく影響し
ている。「朝食が用意してあるから」と答えた学生の場
合，例え朝食が用意してなくても朝食を食べる習慣が
あれば自分で用意することができる。そのため，子ど
もの頃から朝食を食べる習慣をつけることは将来にと
ても重要であると言える。

②　いつ頃から欠食をするようになったか
　朝食を欠食すると答えた学生にいつ頃から欠食をす
るようになったか尋ねた結果を図４に示す。

　「小学生以下」２％，「小学生」８％，「中学生」１６％
「高校生」２４％，「大学生」５０％であった。
　それぞれ多く上がった理由として小学生以下では
「起きるのが遅いから」，小学生では「起きるのが遅い
から」と「食欲が無い」，中学生では「起きるのが遅い
から」と「食欲が無い」，高校生では「起きるのが遅い
から」と「朝が早くなったから」，大学生では「一人暮
らしをした」，「生活リズムがこわれた」，「めんどくさ
い」，「時間がない」であった。欠食の始まりは個人差
があるが，小，中，高まで朝食欠食の理由には大きな
違いが見られなかった。また，男女別に理由を見ると
男性は「起きるのが遅い」という回答が多く，女性は
「食欲がない」という回答が多かった。このことから男
性は生活リズムの維持に困難を有する傾向が高く，女
性は食欲不振だけでなく，食べるということに心理的
な要素が含まれてくるのではないかと考えられる。

③　男女別に見た欠食率
　男女別に見た１週間の朝食欠食率を図５に示す。

　「毎日食べる」男性５３％，女性７４％，「５～６日食べ
る」男性１７％，女性１４％，「３～４日食べる」男性１３％，
女性５％，「１～２日食べる」男性９％，女性４％，
「食べない」男性８％，女性３％であった。
　この結果から１日でも食べない男性の欠食率は
４７％，女性の欠食率は２６％であり，どちらも国民健康・
栄養調査の１０代２０代を上回る結果となった。特に男性
の欠食率は２０代の３３�１％から約１４％高い結果となって
いる。
　男性の対象者に下宿生が多いことなど理由は多くあ
るかもしれないが，男性の５０％近い朝食欠食率は早急
な改善の必要性があると考える。

④　住まい別に見た欠食率
　学生の住まい別に見た欠食率を図６に示す。

　自宅生は「毎日食べる」７３％，「５～６日食べる」１３％，
「３～４日食べる」８％，「１～２日食べる」２％，「食
べない」４％であり，下宿生は「毎日食べる」４１％，
「５～６日食べる」２１％，「３～４日食べる」１２％，「１
～２日食べる」１７％，「食べない」９％であった。この
結果から自宅生の１日でも食べない欠食率は２７％，下
宿生は６１％であり，下宿生は自宅生の倍以上朝食を欠
食していることがわかった。

図３　なぜ朝食を食べることができているか（人）

図４　いつ頃から欠食するようになったか（人）

図５　男女別に見た朝食欠食率（人）

図６　住まい別に見た欠食率（人）
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⑤　登校時間別に見た欠食率
　登校時間別に見た欠食率を図７に示す。

　起床から登校するまでの時間が３０分未満の者の欠食
率６３�８％，３０分以上１時間未満の者の欠食率３６�１％，１
時間以上１時間３０分未満の者の欠食率２８�７％，１時間３０
分以上の者の欠食率２３�１％であった。
　起床から登校までの時間が短かくなるに連れて欠食
率は高くなる傾向が見られた。下宿生は大学周辺に住
んでいるので，下宿生の朝食欠食率が高い結果と同じ
傾向が見られる。下宿生は朝食を用意するのは手間が
かかるかもしれないが登校時間はとても短いはずであ
る。下宿生の起床時間や生活習慣の見直しが必要であ
る。

⑥　睡眠時間別に見た欠食率
　睡眠時間別に見た欠食率を図８に示す。

　睡眠時間が６時間未満の者の欠食率４８％，６時間の
者の欠食率３１％，６時間以上の者の欠食率３３％であり，
睡眠時間が少ないほど朝食を欠食する傾向が高く見ら
れた。
　���放送文化研究所による国民生活時間調査２００５
年では，平日の学生の平均睡眠時間は７時間４４分で
あった。４）今回の調査で見られた本学学生の平均睡眠
時間は約６時間３５分であり，国民生活調査に比べ睡眠
時間が少ないことがわかった。睡眠時間が少ないこと
から朝食を食べるよりもぎりぎりまで寝ていたいとい
う気持ちから朝食を欠食してしまうと考えられる。

⑦　学年別に見た欠食率
　学年別に見た朝食欠食率を図９に示す。

　学年別に欠食率を見ると１年生は朝食を「毎日食べ
る」と答えた学生が７９％と他の学年に比べ高く，「食べ
ない」と答えた学生は２％ととても低い。２年生は他
の学年に比べ「食べない」と答えた学生が１０％と最も
高く，「１～２日食べる」と答えた学生と合わせて２４％
と高い傾向にある。３年生は朝食を「３～４日食べ
る」，「５～６日食べる」と答えた学生が合わせて３９％
と比較的に高い。４年生はどの項目にも大きな特徴は
みられない。大学院生は他の学年に比べて欠食率が多
いのが特徴である。
　朝食を「毎日食べる」と回答した学生は学年が上が
るにつれて減少する傾向が見られた。１年生は朝食を
食べる習慣が身についていることと，カリキュラム上
１時間目から授業があることから基本的な生活リズム
を維持することができるので朝食も食べることができ
るが，学年が上がると，アルバイト等から生活リズム
が崩れるため朝食を食べることができなくなっていく
のではないかと考えられる。
　
４、朝食の用意について
①　朝食は誰が用意するか
　朝食は誰が用意するか尋ねた結果を図１０に示す。
　朝食の用意とは朝食を作る事，購入してあるものを
食べる事，購入して食べる事を含む。

　朝食を用意するのは「母親」４７％，「自分」４５％，
「父親」２％，「祖父」０％，「祖母」２％，「兄弟，姉
妹」１％，「その他」３％であった。

図７　登校時間と欠食率

図８　睡眠時間の変化による欠食率

図１０　朝食は誰が用意するか（人）

図９　学年別に見る朝食欠食率
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　朝食を食べる下宿生は自分で用意しなければならな
いと考えられるので，「自分」と答えた学生２８９人から
下宿生を除外すると，自宅生の３２％は朝食を自分で用
意することがあるが，残りの学生は朝食の用意を全く
していない。これにより自宅生が自ら朝食を用意する
割合はとても低く家族にまかせっきりになってしまっ
ている現状のあることがわかる。これでは朝食が用意
されていない日に欠食してしまったり，朝食を用意す
る人の負担が大きくなってしまう。
　朝食は比較的に準備が簡単である。朝食を用意しな
い学生にも用意するきっかけが重要であると伺える。

②　朝食を何日用意するか
　次に自分が朝食を用意すると回答した学生に，１週
間のうち朝食を何日用意するか尋ねた結果を図１１に示
す。

　「毎日」３６％，「５～６日」１４％，「３～４日」１９％，
「１～２日」３１％であった。
　自分で用意する日数は「毎日」と「１～２日」の割
合が高い傾向が見られた。毎日用意する学生は下宿生
に多く見られ，「１～２日」は自宅生に多く見られた。
　
③　男女別に見た朝食を用意する日数
　次に男女別に見た朝食を用意する日数の結果を図１２
に示す。

　「１～２日」男性４１％，女性２２％，「３～４日」男性
１６％，女性２２％，「５～６日」男性１６％，女性１３％，
「毎日」男性２７％，女性４３％であった。
　朝食を用意する日数「１～２日」では男性が多く，

逆に「毎日」では女性が多い傾向が見られた。男性の
朝食欠食率の割合が多いのは，女性に比べ朝食を自分
で用意する習慣がない事と関連していると考えられ
る。

５、朝食の食べ方
①　朝食を誰と食べているか
　朝食を誰と食べているか尋ねた結果を図１３に示す。

　「１人」６８％，「２人」１４％，「３人」１０％，「４人」
４％，「５人」２％，「６人」１％，「その他」１％で
あった。
　下宿生は１人で食べると考えられるので，「１人」と
答えた学生３６９人から下宿生を除外すると１人で食べ
る自宅生は約５５％であった。
　１人で朝食を食べる学生に今の朝食の食べ方をどの
ように感じているか尋ねた結果，「満足している」１３７
人，「不満である」６４人，「何も感じない」１９１人であっ
た。不満の理由はメニューや量に関することが多く，
１人で食べることへの不満は９人であった。
　子どもの弧食が社会問題となっているが，大学生も
多くの割合で弧食であることがわかった。

②　何をしながら食べているか
　次に食事中に何をしながら食べているか尋ねた結果
を図１４に示す。

　「会話をしながら」１６％，「テレビを見ながら」５１％，
「新聞，雑誌を読みながら」１３％，「何もしない」１６％，
「その他（ラジオ，考え事，化粧，運転）」４％であった。
　１人で食べる学生が多いこともあり，会話をしなが

図１１　１週間のうち朝食を何日用意しますか（人）

図１２　男女別に見た朝食を用意する日数（人）

図１３　朝食を何人で食べているか（人）

図１４　食事中に何をしながら食べますか（人）
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ら食べる学生は１６％と低い結果となった。逆にテレビ
を見ながら食べる学生が多く，何もしないよりは何か
をしながら食べたいという意識を伺うことができた。

③　住まい別に見た朝食の食べ方
　次に住まい別に見た朝食の食べ方の結果を図１５に示
す。

　朝食を食べながらテレビを見る学生は下宿生約
７０％，自宅生約６７％とほぼ同じ数字を示した。
　朝食を２人以上で食べると答えた自宅生は１６４人で
あり，そのうち会話をしない学生は４４人おり，誰かと
一緒に朝食を食べるのに会話をしない学生は約２７％い
ることがわかった。
　大学生の朝食は１人で食べる割合が多く，誰かと食
べていても会話をしないこともある。テレビや新聞，
雑誌等による情報収集の割合も多いことから，学生に
とって朝食は家族のコミュニケーションというよりは
個人のライフスタイルが優先されている傾向がある。

④　理想とする朝食の食べ方
　次に理想とする朝食の食べ方を尋ねた結果を図１６に
示す。

　「会話をしながら」は５９％であり，多くあげられた理
由は１、コミュニケーションを図る，２、楽しいか
ら，３、家族団らんであった。「テレビを見ながら」は
２４％であり，多くあげられた理由は１、情報を入手す
る，２、楽しいから，３、同時にでき効率がいいで

あった。「新聞，雑誌を読みながら」は９％であり，多
くあげられた理由は１、情報を入手する，２、時間を
うまく使える，３、ゆっくり，おちつくであった。
「何もしない」は５％であり。多くあげられた理由は
１、食べることに集中，２、静かに食べたい，３、頭
が働かないからであった。「その他」は３％であり，多
くあげられた理由は１、ラジオ，２、食べれればなん
でも，３、好きなことをする等の意見が見られた。
　半数以上の学生が会話をしながら朝食を食べること
を理想としている。そしてコミュニケーションや団ら
んといった家族の繋がりに関する内容が多くあげられ
ているが，現状の朝食の食べ方では会話をしながら食
べる学生は１６％であるため，現実と理想にギャップの
あることがわかった。
　
６、小学生の頃の食事
①　小学生の頃誰と何人で食べていたか
　小学生の頃何人で朝食を食べていたのか尋ねた結果
を図１７に示す。

　「１人」１２％，「２人」１９％，「３人」２６％，「４人」
２４％，「５人」９％，「６人」４％，「７人」２％，「そ
の他」４％であった。
　小学生の朝食から１人で食べていた学生が１２％お
り，このほとんどの学生が今でも１人で朝食を食べて
いる。
　次に誰と食べていたか尋ねた結果を図１８に示す。

　「母親」２８％，「父親」２４％，「父祖」５％，「祖母」
６％，「兄弟，姉妹」３７％，「その他」０％であった。
　２人以上で食べていても子どもだけで食べていた学

図１５　住まい別に見た朝食の食べ方（人）

図１６　理想とする朝食の食べ方（人）

図１７　小学生の頃何人で朝食を食べていたか（人）

図１８　誰と食べていたか（人）
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本学学生の朝食摂取状況から見た問題とその検討

生は９５人おり，１人で食べていた学生とあわせると約
２９％が「弧食」，「子食」である。また，自分と両親が
揃って朝食を食べていた学生は１９６人であり，約３４％
であることから家族揃って朝食を食べていた学生の割
合は低いことがわかった。

②　何をしながら食べていたか
　小学生の頃何をしながら食べていたか尋ねた結果を
図１９に示す。

　「会話をしながら」４０％，「テレビを見ながら」４７％，
「新聞，雑誌を読みながら」４％，「何もしない」８％，
「その他」１％であった。
　２人以上で食べていていた学生４８７人のうち会話を
していなかった学生は１８１人おり，誰かと一緒に食べ
ていても会話をしていなかった学生は約３７％いること
がわかった。また，子どもだけで朝食を食べていた学
生９５人のうち６７人が会話がないと答えていた。
　小学校の朝食は何年も前のことであるため記憶がう
すれていることも考えられるが，現状の朝食同様高い
傾向にある。また，子どもだけの朝食は「テレビを見
ながら」や「何もしない」といった回答が多く，兄弟
間ではあまりコミュニケーションがとれていなかった
と考えられる。

７、学校給食に朝食を導入することについて
①　学校朝食について聞いたことがあるか
　学校朝食について聞いたことがあるかと尋ねた結果
を図２０に示す。

　学校朝食について聞いたことが「ある」と答えた学
生は４５％，「ない」と答えた学生は５５％であった。
　学校朝食を聞いたことがあると答えた学生の６２％が

「テレビ」と答え，以下「授業」２１％，「新聞」１１％，
「インターネット」２％，その他４％であった。
　学校朝食の認知度は男性３６％，女性５２％であり，女
性の方が高いことがわかった。

②　学校朝食についてどう考えるか
　学校朝食についてどう考えるか尋ねた結果を図２１に
示す。

　「賛成である」３４％，「反対である」６４％，「どちらと
もいえない」２％であった。
　「賛成である」と答えた学生に多く見られた理由は
１、朝食を食べない子どもが増えている，２、食べた
くても食べられない子がいる，３、食べないより食べ
るべきであった。「反対である」と答えた学生に多く見
られた理由は１、家族とコミュニケーションがとれな
い，２、学校がそこまでする必要が無い，３、朝食は
親が作るべきだからであった。
　「賛成である」と答えた学生の理由には，家族につい
て書かれたものが２２％，子どもについて書かれたもの
が６３％，その他１５％であった。次に「反対である」と
答えた学生の理由には，家族について書かれたものが
５７％，学校について書かれたものが２７％，子どもにつ
いて書かれたものが１３％，その他３％であった。

Ⅳ　ま　と　め

　本研究ではアンケート調査を行い学生の朝食の実態
を明らかにした。
①　朝食の必要性について
　朝食を必要であると答えた多くの学生は健康を気に
したり，栄養を接収するよりも欠食によって感じられ
る体の異常を理由としてあげていた。また必要でない
と答えた学生は朝食欠食者に多く見られた。
　朝食摂取について，本学生の６５％が朝食を毎日摂取
しており，その理由として食べる習慣があるからとい
う意見が多く見られた。また，朝食を欠食すると答え
た学生の半数が大学生になってから欠食をするように
なったと答え，その理由として多く見られたのは一人
暮らしをしたからであった。
　欠食は女性よりも男性に多く見られ，その欠食率は

図１９　何をしながら食べていましたか（人）

図２０　学校朝食について聞いたことあるか（人）

図２１　学校朝食についてどう考えますか（人）
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半数近い数字となった。理由として男性は起きるのが
遅いから，女性は食欲が無いからが多く見られた。住
まい別では下宿生に欠食者が多く見られ，自宅生の倍
近く欠食している。睡眠時間と起床～登校時間ではど
ちらとも時間が短くなるにつれて欠食率は高い傾向が
見られた。朝食欠食を学年別に見ると「毎日食べる」
と回答した学生は学年が上がるにつれて減少傾向が見
られ，欠食率は学年が上がるにつれ増加していること
がわかった。
②　朝食の用意について
　用意は主に母親と自分が行っており，自宅生の朝食
用意は３０％に留まった。用意する日数は毎日と１～２
日に多く見られ，男性よりも女性のほうが多く朝食を
用意している。
③　朝食の食べ方について
　朝食を１人で食べると答えた学生は６７％であり，半
数以上の学生が孤食であることがわかった。朝食を１
人で食べることについて何も感じないと答えた学生が
多く見られた。朝食を食べながらすることはテレビを
見ながらという意見が多く，会話をしている学生は少
ない傾向が見られた。自宅生で朝食を誰かと食べてい
ても会話をしていない学生は２７％いることがわかっ
た。理想とする朝食の食べ方は半数以上の学生に会話
をしながらという意見が見られ，その理由としてコ
ミュニケーションや団らんといった家族の繋がりに関
する内容が多くあげられた。
④　小学生の頃の朝食について
　小学生の頃の朝食の食べ方について，２～４人で食
べたと答えた学生が多く見られ，１人で食べたと答え
た学生は１２％いた。１人で食べると答えた学生に子ど
もだけで食べていた学生を加えると２９％が孤食・子食
であり，両親が揃って朝食を食べていた学生は３４％で
あった。朝食を食べながらしていたことは会話をしな
がらと，テレビを見ながらという意見が多く，誰かと
朝食を食べていても会話をしていない学生は現在の実
態の数値より多く３７％であった。また，子どもだけで
朝食を食べていた学生ほど会話がないという状況が見
られた。
⑤　学校朝食について
　日本で行われている学校朝食の取り組みについて約
半数の学生が知っていると答え，その情報源はテレビ
と答えた学生が多く見られた。大学の授業と答えた学
生もおり，授業においても何らかの形で取り上げられ
ていることがわかった。また，学校朝食の認知度は男
性よりも女性のほうが高い傾向が見られた　
　学校朝食の導入について半数以上の学生が反対であ
ると答え，その理由では家族とのコミュニケーション
が不足するといった家族について書かれているものが
多く見られた。賛成と答えた学生の理由では，朝食を
食べない子どもが増えているといった子どもについて

書かれたものが多く見られた。
　アメリカにおいて学校給食の朝食制度は１９６６年に始
められ，徐々に取組みが拡大していき１９７５年には学校
朝食プログラムとし立法化した。これによって生徒の
遅刻や子どもの犯罪が減ったなどの事例も紹介されて
いる。５）日本でも近年岡山県や高知県で学校朝食の取
り組みが始まったが，保護者からは賛否両論と意見が
わかれ，取り組みを知る多くの人にも様々な意見が見
られる。
　しかし，これらの意見を見ると誰が朝食を用意する
かという問題にばかり論点がいき，朝食を食べる側つ
まり子どものことはあまり考えられていないように感
じる。現実に子どもたちが抱えている問題は，今回の
調査の中でも見られるように，朝食を食べることがで
きないこと，メニューがお菓子や栄養食品に偏ってし
まっていること，一人で食べなければならないことな
ど数多くある。朝食を誰がどこで何を用意するのかを
問題にするよりも，子どもの視点から誰とどこで何を
食べるか，現代の社会状況や家族の朝の過ごし方をふ
まえて考えるべきでないだろうか。
　今回アンケートから見られた，大学生の朝食の実態
は欠食や弧食，会話よりもテレビを見ながら食べると
いった現代の社会問題を切実に捉えた結果となり，こ
れは現代の子どもたちにも顕著であると言えよう。こ
れらの問題の改善には子どもの頃からの習慣と規則正
しい生活の重要性を子ども自らが認識し，朝食摂取の
ための知識と技能を身につける必要がある。各家庭に
おいて子どもが朝食接収できない状況を改善するため
に，その対策の１つとしての学校朝食の導入について
も今後更なる検討が必要である。
　本研究にあたり，調査にご協力くださいました皆様
に深く感謝いたします。
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